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USAID United States Agency for International Development（英） 米国国際開発庁 

WAEMU/ 

UEMOA 

West African Economic and Monetary Union（英） 

Union Economique et Monétaire Ouest Africain（仏） 
西アフリカ経済通貨同盟 

WB World Bank（英） 世界銀行 
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第１章 調査概要 

１－１ 調査の背景 

ベナン共和国（以下、「ベナン」と記す）は、西アフリカのギニア湾に面した地域に位置する。総

人口は 1,088 万人（2015 年、世界銀行）、GDP は 82 億 9,100 万米ドル（2015 年、世界銀行）、一人当

たりの GNI は 860 米ドル（2015 年、世界銀行）、人間開発指数は 188 カ国中 166 位（2015 年、UNDP）

と厳しい社会経済状況に置かれている。また、主な産業は GDP の 4 分の 1 を占める第一次産業（綿

花農業など）と、コトヌ港での湾港サービス業である。ベナン経済においては周辺国、とりわけ石油

の 80％を依存しているナイジェリアから受ける影響が大きく、2012 年にナイジェリア政府が石油製

品に対する補助金を一部撤廃した際には、ベナン国内で一時的に急激な物価上昇率を記録した。2012

年以降の経済成長率は年間 5 ％前後で推移しているものの、人口の増加や格差の拡大のために貧困

を十分に削減するには至っていない。 

2016 年 4 月に新大統領としてパトリス・タロン氏が就任し、同年 10 月には新政府行動計画

〔Programme d’ Actions du Gouvernement：PAG）2016-2021〕を閣議決定し、ベナンの社会経済の再建、

再活性化を通した持続的な開発に取り組んでおり、インフラ開発は「経済の構造改革推進」の中の「経

済成長改善」の柱に位置づけられ、政府が優先的に取り組むべき課題となっている。 

また、ベナン政府は西アフリカ経済通貨同盟〔West African Economic and Monetary Union/Union 

Economique et Monétaire Ouest Africain：WAEMU/UEMOA〕（以下、「UEMOA」と記す）及び西アフリ

カ諸国経済共同体（Economic Community of West African States：ECOWAS）圏の中心部に位置するベナ

ンの地理的な利点を経済開発に 大限に活用し、運輸交通のインフラ整備を行い、物流及び域内の貿

易の発展に寄与することをめざしている。 

日本政府は、アフリカ開発会議（Tokyo International Conference on African Development：TICAD）Ⅵに

おいて、アフリカにおける経済構造改革の促進を支援することを公約のひとつとして掲げており、質

の高いインフラ輸出によるインフラ開発を通した地域の連結性強化を具体的な支援策のひとつとし

て掲げている。 

このようななか、日本政府の対ベナン開発協力方針は、2012 年から 2016 年の区切りを迎え、見直

しのタイミングを迎えたことから、日本大使館及び JICA では上記ベナン政府の方針及び日本政府の

TICAD 公約等を踏まえ、インフラ開発支援の重点分野のひとつに含めることを検討、インフラセク

ターの情報収集を 2017 年 7 月 5 日（水）～8 月 14 日（金）まで行うこととなった。 

 

１－２ 調査の目的 

本調査は、JICA の行う政府開発援助（Official Development Assistance：ODA）事業の仕組み及び手

続きを十分に把握のうえ、コトヌ都市圏における都市計画及び運輸交通インフラ〔道路整備（橋梁、

交差点等を含む）〕整備に係る課題を分析し、将来の支援を検討するうえで必要な資料・情報の収集

及び分析、各種調査を行い、優先課題の整理を行うものである。 

そのうえで、運輸交通インフラ整備におけるわが国の協力の方向性、民間セクター、他ドナー等関

連プロジェクトとの連携に関する方向性の検討を行い、今後の協力の可能性について整理、検討を行

うことを目的とする。 
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１－３ 調査対象地域 

本調査ではコトヌ市、アボメイ・カラヴィ市、セメ・ポジ市、ウィダー市を含んだコトヌ都市圏と

その周辺地域にあるアヘメ湖、ノクエ湖を対象とした。 

 

１－４ 調査項目及び調査対象 

１－４－１ 調査項目 

① 都市計画及び運輸交通インフラ整備に係る関連既存資料・情報のレビュー 

② 都市インフラ整備（運輸交通を含む）に係る上位計画・大規模インフラの整備及び実施状況

の把握 

③ 運輸交通インフラの整備状況及び関連プロジェクトの計画、実施状況 

④ 運輸交通インフラ整備に係る課題の抽出 

⑤ 将来必要となる運輸交通インフラ整備の方針 

⑥ 運輸交通インフラ整備に係る実施体制（組織、予算、人員、法務等） 

⑦ 他ドナーによる関連分野での支援動向 

⑧ 民間セクターによる運輸交通インフラ整備への参入動向、投資動向、資金調達メカニズム 

⑨ 運輸交通インフラ整備に係る優先課題の整理 

⑩ 運輸交通インフラ整備におけるわが国の協力の方向性の検討 

⑪ 民間セクター、他ドナー等関連プロジェクトとの連携に関する方向性の検討 

⑫ 留意事項の整理 

 

１－４－２ 調査対象 

① 国務省計画開発担当 

② インフラ・運輸省（Ministère des Infrastructures et des Transports：MIT） 

③ 生活条件・持続的発展省（Ministère du Cadre de Vie et du Développement Durable：MCVDD） 

④ 国土地理院（Institut Géographique National：IGN） 

⑤ アフリカ開発銀行（African Development Bank：AfDB）、フランス開発庁（Agence Française de 

Développement：AFD）、欧州連合（European Union：EU）、ドイツ復興金融公庫（KfW Bankengruppe 

（Kreditanstalt für Wiederaufbau）：KfW）、アビジャン・ラゴス回廊事務局（Abidjan-Lagos Corridor 

Organization：ALCO）。 
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１－５ 調査の実施フロー 

調査の実施フローは以下のとおり。 

国内準備期間中に既存資料の分析を行い、現地での確認、情報収集を行った。 

その後、収集した情報の分析を行い、今後の協力の可能性について提案をまとめた。 

道路交通セクタ－

関係機関へのヒアリング調査
及び資料要望(調査シ－トの配布)

現地確認

既存資料のレビュ－

調査シ－トの回収

既存プロジェクトの抽出

【新政府行動計画】2016-2021
　・45の核となるプロジェクト
　・255の優先案件

西アフリカ成長リング戦略的リング
マスタープラン

Elaboration de la strategie de 
Developpment Urabain de 
I’Agglomeration de Cotonou 2009 

コトヌ市都市圏支援プログラム
(2008年-2017年)

【既存資料】

優先課題の整理

都市開発セクタ－ 港湾セクタ－ 環境セクタ－ 電力/水道セクタ－

【他ドナ－の動向】
①アフリカ開発銀行
②フランス開発省
②欧州連合
③ドイツ復興金融公庫
④アビジャン・ラゴス回廊事務局

①既存都市計画の概要
②都市開発制度
③民間/政府投資状況
　　支出パタ－ン

※コトヌ市(自治港)

①既存プロジェクト情報
→コトヌ港の近代化
    及び拡張
②道路アクセス

協力の可能性検討

資料情報の整理分析

提案書のまとめ

調査報告書(案)

施設状況図
（パイプライン等）
関連プロジェクト

①環境対策
→大気汚染対策
→保全対象地域

【対処方針会議】

【JICA事前打合せ】

【現地打合せ】

【国内打合せ】

※外部支援者との協議

※外部支援者との協議

【JICA中間打合せ】

対ベナン共和国国別開発協力方針
2016年(旧国別援助方針)及び事業展
開計画2016年

第3次貧困削減戦略文書
(2011-2015)

第6回アフリカ開発会議
(TICAD-Ⅵ）

F/S アビジャン・ラゴスハイウェイ
(ALH）

 

出典：JICA 調査団 

図１－１ 調査の実施フロー 
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１－６ 調査日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：JICA 調査団 

No 月 日 曜日 スケジュ－ル、訪問先
1 7/ 3 月 羽田発 22:55　AF293便 → パリ着　04:30
2 4 火 パリ発 15:20 AF804 → コトヌ着 20:45
3 5 水 午前：JICAベナン支所協議、通訳・レンタカー会社面談　午後：インフラ・運輸省表敬訪問
4 6 木 午前：国務省計画開発担当訪問、　午後：インフラ・運輸省協議
5 7 金 午前：インフラ・運輸省協議、午後：現地調査（セメポジ～ポルトノボ間道路、Djonou橋）
6 8 土 現地調査（アヘメ湖）
7 9 日 資料整理
8 10 月 午前：JICA協議（大弥企画調査員と面談）、午後：生活条件・持続的発展省協議
9 11 火 午前：AFD協議、午後：KｆW協議

10 12 水 午前：EU協議、 AfDB協議、午後：インフラ・運輸省
11 13 木 午前：国土地理院協議、午後：資料整理　
12 14 金 午前：現地調査（トヨタ前交差点等）、午後：ALCO協議
13 15 土 現地調査（セメポジ～ポルトノボ間道路）
14 16 日 資料整理
15 17 月 午前：インフラ・運輸省、午後：現地調査（トヨタ前交差点、JICA飯村所長と同行）
16 18 火 午前：TV会議、現地調査（セメポジ～ポルトノボ）、午後：省庁表敬（港湾コンサルに同行）
17 19 水 午前：JICA打合せ、現地調査（トヨタ前交差点）、コトヌ自治港表敬、PM:大使館報告
18 20 木 JICA協議
19 21 金 現地調査（川原専門員、トヨタ前交差点　朝・夕）、インフラ・運輸省協議
20 22 土 現地調査（川原専門員、セメポジ～ポルトノボ間道路）
21 23 日 資料整理
22 24 月 現地調査（アヘメ湖）、生活条件・持続的開発省協議
23 25 火 国土地理院協議
24 26 水 インフラ・運輸省協議
25 27 木 Banca Engineering (ローカルコンサルタント）協議
26 28 金 インフラ・運輸省協議
27 29 土 資料整理
28 30 日 資料整理
29 31 月 資料整理
30 8/ 1 火 祝日（独立記念日）、資料整理
31 2 水 インフラ・運輸省協議
32 3 木 JICA協議、コトヌ市テクニカルサービス訪問
33 4 金 ベナン電気エネルギー公社協議
34 5 土 資料整理
35 6 日 資料整理
36 7 月 JICA協議
37 8 火 Louis Berger (国際コンサルタント）、コトヌ市テクニカルサービス協議
38 9 水 交通流動簡易観測（トヨタ前交差点）
39 10 木 資料整理
40 11 金 大使館報告
41 12 土 資料整理
42 13 日 資料整理
43 14 月 コトヌ自治港協議　　コトヌ発 23:20 AF805便 →
44 15 火 → パリ着 6:35   パリ発 13:35 AF276 
45 16 水 成田着 8:20



 

－5－ 

第２章 コトヌ都市圏の概要 

２－１ 概 況 

ベナンは面積 11 万 2,622km2 の国であり、西はトーゴと東はナイジェリアと長く国境を接し、北は

内陸国であるブルキナファソ、ニジェールと国境を接している。アフリカの大国であるナイジェリア

との経済的な結びつきは強く、一方ニジェールにとっては輸出入港としてコトヌ港は重要な位置を占

めている。人口、産業は南部に集中し、コトヌ市、首都であるポルトノボ市、アボメイ市が主要な都

市である。 

コトヌは、ベナンの南側沿岸部（ギニア湾）に位置し、リトラル県の県都である。また、ベナンを

代表する港湾都市であり、ベナン経済の中心となる都市である。内陸まで鉄道が延びており、物資の

集散地としても重要な役割を果たしている。西側にはアトランティック県の県都であるウィダー市、

北東側約 25km には首都のポルトノボ市（ウェメ県の県都）が位置している。 

 
出典：https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bn.html 

図２－１ ベナンの主要都市とコトヌ都市圏 

 

本報告書ではコトヌ市、アボメイ・カラヴィ市、セメ・ポジ市、ウィダー市などの地区を含めた地

域を「コトヌ都市圏」と呼ぶ。 

 

コト ヌ
C o c o c o d j

G o d o m e y

A b o m e y

C a l a v i

ガンビエ

E k p e

P o r t o - N o v

D j e r e g b eA g u e g u e s

D i e r e g b e

S e m e - K p o d j iC o t o n o u

L a c  N o k o u e

ポルト　ノ ボ

ギニア湾

カ ジェフォ ウン空港

沿岸回 廊

(アビ ジャン・ ラゴス回廊 )

ダン トッパ魚市場
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２－２ コトヌ市の起源 

コトヌ市は、1830 年にゲゾ王によって設立された。“コトヌ”の名前は、伝説によると「死のラグ

ーン」を意味しており、これはコトヌが奴隷貿易の拠点となっていたことに由来する。19 世紀の終

わりには、コトヌはラグーン周辺の漁村より独立して発展した。1888 年、領土がアボメイの王から

フランスに譲渡されたことによりコトヌは更なる発展を遂げることとなった。 

コトヌ市にはトファン族の人々を中心にベナンにいる多くの民族が集まるようになった。現在でも

いくつかの地区ではその名残が顕著である。グインコメ地区の由来は、周辺地域よりコトヌの埠頭の

建設に参加するためにやってきたギニアの人々の土地を意味している。 

現在、コトヌはベナンを代表するモデル都市となり、その急成長はポルトノボ（東部）からウィダ

ー（西部）、そしてアボメイ・カラヴィ（北部）にいたる広大な「都市部」の形成するに至っている。 

 

２－３ 人口動態及び人口密度 

２－３－１ 人口動態 

ベナンの人口は、約 1,059 万人で 2017 年のセンサスによると、2007 年から 2014 年にかけて、人

口が 790 万人から 1,059 万人と約 1.34 倍へと増加した。 

また、釣鐘型の人口構成となっている。同国は豊富な若年労働力を活用する生産拠点として、今

後の消費市場として注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：IMF-World Economic Outlook Databases（2017） 

図２－２ 人口の推移 
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出典：IMF-World Economic Outlook Databases（2017） 

図２－３ 人口分布 

 

２－３－２ 人口密度 

ベナンの人口密度は、図２－４に示すように南部の主要都市で高い状況となっている。特に行政

機関と港湾があるコトヌに人口及び社会機能が集積している（図２－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ÉTUDES DE TRAFIC ET DE RECETTES DU PROJET 
DE CONSTRUCTION D’UNE AUTOROUTE ENTRE 
LE CARREFOUR SÈMÈ ET PORTO-NOVO（インフ

ラ・運輸省） 

図２－４ ベナンの人口密度 
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出典：REALISATION D’ETUDES SPECIFIQUES DANS LE 

SECTEUR DES TRANSPORTS AU BENIN LOT N°2 

（インフラ・運輸省） 

図２－５ ベナン南部の人口密度 

 

２－４ 道路整備状況 

ベナンの経済は、主に綿花などの農業と港からの運輸によって支えられている。GDP については

1990 年代までは順調な伸びを示していたが、その後の経済危機の影響によって近年は低迷している。

とりわけコトヌ港は、ブルキナファソ、ニジェールなどの内陸国とトーゴ、ナイジェリアなど周辺国

の国際貿易の役割を担っている。 

ベナンの道路網の骨格は、約 218km の国際国 

道道路網と 390km の国道によって形成されてい

るが、これらの道路ネットワークは周辺国にとっ

て重要な役割を果している。 

特に主要東西回廊のアビジャン・ラゴス回廊

（国際国道 1 号）と南北回廊であるニアメ・コト

ヌ回廊（国際国道 2 号）がこれらの貿易にとって

重要な路線に位置づけられている。 

主要国際国道が交差する交差点部については、

現在他国の支援によって立体交差点整備がなさ

れている箇所もあるが、いまだ平面交差点で整備

されている箇所が多い。       

 

平面交差点部においては、ロータリー形式のも

のが多く、十字交差点で信号処理がなされている

箇所は少ない。通称トヨタ前交差点など一部のロ

ータリー形式の交差点については、信号処理がな

されているところもある。 

一方、コトヌ市中心部においては、ラグーンが

南北方向に市街地を分断しており、これを跨ぐ主

要な道路には、3 本の長大橋梁がかけられている。 

A l l a d a

P a r a k o u

L o m e

ベ ナ ン共 和 国

ナイ ジェ リア

Ou i d a h

B a n i k o a r a

P e h o n k o

D j o u g o u

K e r o u

ト －ゴ

ブル キナ フ ァソ

ニ ジ ェ－ ル

ア ビジャ ン・ ラゴ ス回 廊

コトヌ ・ニ アメ 回廊

N i a m e y

出典：JICA 調査団 

図２－６ ベナンの主要回廊 
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も古い橋梁については、90 年以上供用され損傷が進んでいるが、補修工事等はなされずに劣化

が進行している。 

しかしながら、近年この橋梁のすぐ北側にドイツの支援によって架けられた橋梁が整備されている。 

 

ベナンにおける道路分類としては、以下の 4 種類によって分類されており、それぞれの分類に応じ

て、決められた用地幅が確保されている。  

 

表２－１ 道路区分と道路用地幅 

道路区分 道路用地幅 

国際国道 40m 

国  道 40m 

県  道 20m 

市  道 15m 

出典：大統領令（2001 年） 

 

40ｍが確保されている車道の外側の余った道路用地部分については舗装がなされておらず、露天な

どの不法な店舗などが建ち並んでいる区間もある。 

国道以外の補助幹線道路においては、インターロッキングの舗装が多く、一部未舗装の道路もみら

れる。こうした区間においては、車両の走行に支障をきたしている。 

また、都市間を連絡する主要国道については 2 車線の道路もあり、橋梁部においては維持管理が不

十分なことから損傷による補修工事のため、しばしば通行規制を伴う補修工事を実施している。一般

部においても道路の維持管理が不十分であることから、雨期においては道路の冠水が生じており、交

通の支障となっている。 

これらの道路においては、片側 2 車線の車道のほかオートバイ通行のための専用レーンが設けられ

ている区間がある。 

 

劣化の進んだ も古いラグーン橋梁 ドイツの支援によって整備された も新しいラグーン

橋梁 



 

－10－ 

中国の支援によって建設された完全立体交差 街路部分にあるロータリー形式の単純立体交差 

ロータリー形式の平面交差点（通称トヨタ前交差点） 沿道の建物がセットバックされた 40ｍ道路 

コトヌ市内の未舗装の街路状況 排水不良による道路の冠水（通称トヨタ前交差点）
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損傷の激しい橋梁（国際国道 2 号：ジョノー橋） 道路の両方向に設けられたオートバイ専用レーン車道

＋車道＋路肩＋バイクレーンという車線構成 

コトヌ市東の有料道路料金所 補修工事のため、通行が規制されたポルトノボ手前の橋

梁。アプロ－チ部の沈下によって橋台に損傷（クラック）

が生じた。 
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２－５ 道路交通状況 

ベナンにおける自動車類の登録状況を以下に示す。自動 2 輪車が全体の 62％を占めており、とり

わけコトヌ市などの都市部ではこれらの割合も高く、渋滞原因の一因にもなっている。国際国道の一

部区間においては、オートバイの専用レーンが設けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：インフラ・運輸省 

図２－７ 自動車登録車両車種別構成比 

 

コトヌ港方面からの大型車両については、下記の時間帯において国際国道の通行が規制されており、

これらの時間帯については、大型トレーラーなどは港周辺の道路に停車しているため、交通の妨げに

なっている。 

 

 

 

 

 

 

コトヌ市は、ベナン 大の商業都市であり、また西アフリカ地域の交通の拠点でもある。しかしな

がら、南を大西洋、北をノクエ湖に囲まれた東西に細長い形状の市街地であり、これらの交通は国際

国道 1 号などの東西方向の主要回廊に集中するため、主要交差点部やラグーン渡河橋梁部などでの交

通渋滞は深刻である。 

ラグーン橋梁の中では、ダントッパ市場に隣接する北側橋梁の渋滞が激しく、休日などにおいては

市場へのアクセス交通と錯綜し、危険な状況となっている。 

主要交差点の中では、とりわけコトヌ港方面との分岐点となるトヨタ前交差点での交通渋滞は激し

く、Akossombo（通称トヨタ前交差点）～l’Etoile Rouge 交差点の区間にかけては、一日当たり約 18

万台（そのうち自動 2 輪車が約 70％）の交通が通行している。 

その他、規制時間帯（朝 7：00～12：00、夕 16：00～18：30）以外での大型トレーラーの通行や雨

期における道路の冠水がこれらの渋滞に拍車をかけている。 

【大型車通行規制時間】 

 午前：7：00～12：00 

 午後：16：00～18：30 
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出典：インフラ・運輸省（2012 年 11 月）に基づき JICA 調査団作成 

図２－８ 道路交通現況図（コトヌ市街地部） 

 

表２－２に各区間における断面交通量の車種別の内訳を示した。大型貨物車両の混入割合は低いも

のの車軸数の多い重車両が多いことがうかがえる。 

 

表２－２ 区分区間別車種別断面交通量（台/日） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
乗用車 35,409 35,012 25,184 19,168 12,169 4,412 5,404
小型貨物 1,870 2,284 1,734 2,479 822 495 427
ミニバス 1,711 1,895 1,697 3,458 1,249 214 116
観光バス 418 437 333 125 146 12 15
大型貨物 1,329 1,439 972 287 189 106 89
 2軸 416 402 260 172 96 37 47

3軸 247 230 132 62 39 11 21
4軸 191 233 138 20 22 35 12
5軸 354 414 337 29 25 21 8
6軸 115 155 102 4 5 2 1
7軸 6 5 3 0 2 0 0

自動車類計 40,737 41,067 29,920 25,517 14,575 5,239 6,051
オ－トバイ 197,201 132,987 148,784 104,593 48,012 35,506 32,511
合計 237,938 174,054 178,704 130,110 62,587 40,745 38,562  
出典：インフラ・運輸省（2012 年 11 月） 

 

２－６ 軸重・車重規制 

西アフリカでは過積載による舗装の損傷が大きな問題となっている。過積載により、道路寿命が半

減している場合も多いとされ、道路整備費用の増大、車両速度低下による輸送費用の増大を引き起こ

している。 

ベナンの車重規制は、UEMOA の基準が適用されている。 

⑦  

⑥ 
⑤  

④ 
③  

② 
① 

 Akossombo 
（通称：トヨタ前交差点）

コトヌ・カジェフォウン空港 

コトヌ港 

アーバン道路 

自動車交通量 179,000 台/日 
(内オートバイ:149,000 台/日) 

国際道路 1 号

自動車交通量 174,000 台/日 
(内オートバイ:133,000 台/日)

自動車交通量 130,000 台/日
(内オートバイ:105,000 台/

自動車交通量 39,000 台/日 
(内オートバイ:33,000 台/日) 

Akossombo(通称:ﾄﾖﾀ前交差点)～l’Etoile Rouge 区間
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トラックの総重量と軸重のそれぞれに規制があり、総重量に対しては以下のような規定がなされて

いる。 

 

表２－３ UEMOA 諸国における重量規制（総重量） 

トラックの分類 重量（トン） 

2 軸（前輪 1 軸、後輪 1 軸） 18（6+12） 

3 軸（前輪 1 軸、後輪 2 軸） 26（6+20） 

4 軸（前輪 1 軸、後輪 3 軸） 31（6+25） 

3 軸（前輪 2 軸、後輪 1 軸） 30（6+12+12） 

4 軸（前輪 2 軸、後輪 2 軸） 38（6+12+20） 

4 軸（前輪 3 軸、後輪 1 軸） 43（6+12+25） 

5 軸（前輪 2 軸、後輪 3 軸） 46（6+20+20） 

6 軸（前輪 3 軸、後輪 3 軸） 51（6+20+25） 

出典：法令 N°14/2005/CM/UEMOA（UEMOA） 

 

トラックの 1 軸当たりの重量についても、以下のとおり規定されている。 

 

表２－４ UEMOA 諸国における重量規制（1軸） 

車軸 重量（トン） 

前輪 1 軸 6 

後輪 1 軸 10.5 

後輪 1 軸（2 重タイヤ） 12 

後輪 2 軸  

 タイプ 1（中心距離 1 m 未満） 11.5 

 タイプ 2（中心距離 1～1.3m 未満） 16 

 タイプ 3（中心距離 1.3～1.8m 未満） 18 

 タイプ 4（中心距離 1.8m 以上） 20 

後輪 3 軸  

 タイプ 1（中心距離 1.3m 未満） 21 

 タイプ 2（中心距離 1.3～1.4m 未満） 25 

トレ－ラ－前輪 6 

出典：法令 N°14/2005/CM/UEMOA（UEMOA） 

 

1 軸当たり 12 トンの規制であるが、実際には許容差を考慮して 1 軸当たり 13 トンで規制が行われ

ている。 
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東西回廊（国際国道 1 号）の混雑状況（1） 東西回廊（ア－バン道路）の混雑状況（2） 

交通混雑の原因となっている交差点を通過する大型 

トレーラー 

コトヌ港周辺の道路で通行規制解除の時間待ちをする

大型トレーラー 

軸重計が設置されている有料道路料金所 
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２－７ 環 境 

２－７－１ ベナンにおける環境 

1990 年 12 月制定のベナン国憲法第 27 条では、「すべての国民が、健全で安心できる永続的な環

境を享受し、それを守る義務を有する。国家は環境保護を保証しなければならない」と定められて

いる。また、同憲法第 28 条では、「工場やその他産業部門、領土内の工場や産業・工業施設から排

出された有害廃棄物及び汚染物質の管理は法律によって規定される。」としている。 

コトヌ市の環境資源としては、水、土壌、景観、自然用地、生物多様性及びその生物が挙げられ、

「基本資源」と「生活環境資源」という 2 つに分類されている。「基本資源」とは、水資源（地表

水、地下水）、土地資源をいう。また、「生活環境資源」としては、漁業資源、大気質、鉱物資源、

森林資源、陸生・生物資源が挙げられる。 

 

２－７－２ コトヌ市の環境汚染 

ベナンの経済的な首都であり、国家活動の中心であるコトヌ市は、世界の多くの主要都市が直面

する課題である公害問題を抱えている。 

 

（1）大気汚染 

  コトヌ市役所の委託で SERHAU-SA が実施した 2006 年の国勢調査によると、コトヌ市の汚

染水準は非常に高く、主な汚染源はバイクタクシー（83％）、大型車両（ 7％）、タクシー（ 3％）、

浄化槽（ 3％）となっている。この 20 数年間、コトヌ市は都市化が急激に進んだことにより、

自動車が爆発的に増加し、排気ガスが大気汚染の第一の原因となった。この自動車は、主に「ゼ

ミジャン」と呼ばれるオートバイのタクシーであり、2 ストロークエンジンを搭載してヨーロ

ッパから輸入されたものである。 

  大気汚染が環境と人間の健康へもたらす影響が明らかに増大しており、大気汚染に関連した

病気が次第に国内で増加している。2002 年 2 月国勢調査では、急性呼吸器疾患が患者全体の

16％を占め、これに次いで結膜炎と心血管疾患（3.2％）が多くなっている。この原因はさまざ

まであるが、輸入中古車の無秩序な増大、混入ガソリンの不法取引、無秩序な人口増加などが

挙げられ、これらの問題に対する省庁レベルの取り組みが開始された。例えば、コトヌ市は行

動方針として自動車排気ガスの定期的調査や地域内の公園や緑地の整備を掲げている。また、

一方で省庁レベルの大気汚染対策としては、2016 年 10 月に生活条件・持続的発展省が、すべ

ての自動車の保有者は排出基準の検査を受けなければならないという表明を発表した。 

 

（2）騒音公害 

  騒音公害は製材所や作業場、バーやディスコの音楽、宗教組織の儀式、工場や車両等におけ

る排気システムの欠陥などから生じる。2004 年の環境苦情に関する調査結果によると、騒音公

害は、排水、家庭ゴミ、道路渋滞に続く 4 番目の苦情として位置づけられた。 

 

（3）環境リスク要因 

  コトヌの人々が直面している環境に関するリスク要因は多様である。大気汚染が関連する免

疫学に関する調査報告書では、バイクタクシー運転手の気管支炎罹患率の高さと、大気汚染物

質であるベンゼン等がもたらすさまざまなガンを発症するリスクが明らかになった。また、細
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菌性のリスクについては、ウエイホにあるコトヌ市 大の市場農園で土壌汚染（細菌汚染）が

みつかり、それは排泄物から由来した汚染であった。さらに、農家が使用している肥料は都市

廃棄物の分類が混合されている可能性があるといわれ問題視されている。 

  健康に悪影響を及ぼすこの一連の危険に加え、不測の爆発、火災及び洪水の危険性にも注意

する必要がある。火災の危険性は、日常的にコトヌ市の街中で混入ガソリンが販売されている

という状況があり、多大なリスクがあるといえる。 

 

（4）環境問題 

  環境に関する課題は複数のセクターの機能に及び、また環境におけるあらゆる場面に影響を

与える。コトヌ市の機能における課題を表２－５に示す。 

 

表２－５ コトヌ市のセクター別環境課題 

分野 問題/所見 解決法 

産 業 ・大部分の産業液体廃棄物が海やラグ

ーン等へ廃棄される。 

・関係省庁による年度調査は、労働安

全と衛生分野にだけに焦点を当てて

いる。 

・産業従事者に対し、工場に産業排水

処理設備を設置するよう奨励する。

・労働安全、衛生の観点から対策を強

化する 

エネルギー ・混合燃料の販売業者の支配 

・すべての地域に電力サービスを提供

できていない（人口過密の地域での

クモの巣状配線） 

・人口に対する電気代の支払不足 

・再生可能エネルギーの不在 

・クリーンなエネルギー源の活用 

・産業・工業・観光活動における合理

的なエネルギー消費 

・木材エネルギーに関する継続的な取

り組み（森林再生、炭化効率、木質

エネルギーの節約） 

自然用地と生物

多様性 

・大気汚染 

・ゴミ捨て場から発生した環境汚染 

・あらゆる種類の廃棄物による水質汚

染 

・コトヌ市と周辺地域における生物多

様性の保護に関する協議、モニタリ

ングの枠組みの作成 

・湖沼やラグーン周辺の “生態学的に

適した農業”の近代化 

水（水資源及び

生活水） 

・すべての家庭が水道を使用している

のではなく、井戸水を飲用水として

使用している家庭もある。 

・すべての家庭に水道へのアクセスを

確保する 

森林と木材資源 ・木材の使用、調理燃料として炭の使

用 

・人間行動の影響による森林減少、及

び森林再生の不履行 

・利用可能な資源に対する合理的な管

理 

・森林管理における市民参加 

・自治体レベルでの農園栽培 

・木材の需要に対する生産のためのア

グロフォレストリーシステム 

漁 業 ・漁業資源の減少 

・不法な網の使用と禁止されているエ

ンジンの使用 

・未成熟魚の乱獲（漁獲量の 90％以上

は稚魚である） 

・漁業の組織化 

・漁業者に対し、漁業技術と持続可能

な持続可能で経済的な方法に関する

キャパシティ・ビルディング 

・実施に関するモニタリングと評価 
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・水質汚染（化学薬品） 

・工業廃水及び家庭排水の無秩序な流

出 

・海運での石油製品の漏出 

・ホテイアオイ（植物）の爆発的な繁

殖 

・湖とラグーンの浸食 

・ラグーンの塩分濃度の変化 

・湖とラグーンの浚渫 

観 光 ・潜在的な観光地が評価されていない

・関連セクターが組織されていない 

・セクターの資金調達の困難 

・世界観光機関が推進する新たな取り

組みの実施（エコツーリズム、持続

可能な観光など） 

・環境への影響に対するより深い理

解：建設・設備の基準（建物の環境

影響、エネルギー・水・洗剤・再生

可能エネルギーの使用の合理化） 
出典：コトヌ市開発計画 

 

（5）環境と開発 

  コトヌ市の持続的な発展に影響すると考えられる主な環境課題は 7 つあり、それらが必要と

する対策は、貧困削減と市民の生活の質の向上を導くと考えられる。具体的には、 

1. 不明確な土地所有状態と不十分な土地管理能力 

2. コトヌ市周辺地域におけるスラムの拡大 

3. 不法ゴミ捨て場の拡大と野外排泄物 

4. 地下水資源の枯渇と汚染 

5. 都心の大気汚染とヨーロッパから輸入された中古車の増大 

6. 危険製品の運搬（ガソリン、医薬品、農作物・家畜等）には、 低限の管理と安全対策の欠

陥 

7. 公共・民間システムにおける組織的・技術的な能力不足、環境問題に対する助言と教育（NGO、

市、環境機関）  
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第３章 運輸交通インフラ整備に係る情報・資料収集と課題抽出 

３－１ 都市インフラ整備に係る上位計画・大規模インフラの整理及び実施状況の把握 

ベナン政府は、2016 年 4 月のパトリス・タロン内閣発足後、PAG を策定し、都市インフラ整備を

進めている。この PAG は政府が取り組むべき 3 つの柱、7 つの戦略軸、45 の核となるプロジェクト

（projets phares）及び 255 の優先案件で構成されている。 

ベナン政府は、UEMOA 及び ECOWAS 圏の中心部に位置するベナンの地理的な利点を経済開発に

大限に活用し、運輸交通のインフラ整備を行い、物流及び域内の貿易の発展に寄与することをめざ

している。  

都市インフラ整備において核となる都市インフラ整備に関連するプロジェクトとして示されてい

るものを表３－１及び表３－２に整理した。 

 

表３－１ 都市インフラ整備に係る上位計画（インフラ） 

インフラ 
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出典：Programm d` Action du Gouvernment（PAG）2016-2021 

 

表３－２ 都市インフラ整備に係る上位計画（生活環境） 

生活環境 
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出典：Programm d` Action du Gouvernment（PAG）2016-2021 
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出典：Programm d` Action du Gouvernment（PAG）2016-2021 

図３－１ インフラ・運輸マップ 
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３－２ 運輸交通インフラの整備状況及び関連プロジェクトの計画、実施状況 

３－２－１ 新政府行動計画（PAG）における運輸交通インフラの整備状況と実施状況 

PAG における運輸交通インフラ案件の整備状況と実施状況について、インフラ・運輸省にヒア

リングを行い、表３－３、表３－４に整理した。 

 

表３－３ PAG 案件における運輸交通インフラ主要プロジェクトと実施状況 

No. プロジェクト名 
PAG 2016-2021（百万 CFA） 

備考 
2017 2018 2019 2020 2021 総計 

1 
国際空港の新

規建設 
0 70,000 160,000 115,000 15,000 360,000 中国と協議中 

2 
港の近代化と

拡張 
57,890 67,365 181,564 191,562 4,553 502,933 

港湾部門（PAC）

が管轄 

3 
港周辺の幹線

道路の再開発 
2,000 30,251 0 0 0 32,251 調査中 

4 
コトヌ北部バ

イパスの建設 
0 50,000 65,000 165,000 65,000 345,000 

EIGIS（仏企業）

が 2017 年 7 月に

調査を開始 

5 
漁業通りの整

備（フェーズ2） 
2,000 33,500 48,750 30,750 0 115,000 中国と協議中 

6 

セメ・クポジ・

ポルトノボ間

の高速道路建

設 

2,000 7,100 26,800 22,240 3,060 61,200 

BOT が適用され

る方針 

SETEC（仏企業）

が 2017 年 5 月に

経済分析調査 

7 

ジューグー ペ

オンコ ケルー

間の道路整備 

0 24,520 64,520 31,800 6,360 127,200 － 

8 

1,362 km に及

ぶ道路網の拡

張 

14,548 52,658 97,365 108,936 21,506 295,013 － 

総計 78,438 335,393 644,000 665,288 115,478 1,838,597 － 

出典：JICA 調査団 

 



 

－26－ 

表３－４ PAG 案件主要プロジェクト 8 ：1,362km に及ぶ道路網の拡張における詳細プロジェクトと実施状況 

参照 プロジェクト名 状況 
PAG 2016-2021

（百万 CFA） 

主要 

案件 8 

1,362 km に及ぶ道路網の拡張 新規 295,013 

PP8.1 ポルトノボ－section 1 における環状道路改修とアスフ

ァルト舗装：ボーリバージュホテルを始点とした 50 号線

（2X2 車線） （国会につながるマンゴー通りとズンビ架橋

も検討）（9.55km） 

新規 事業実施中 

PP8.2 ダサ－サバロー－ジョゴー間の道路改修 （260.70 km） 新規  

PP8.3 ニッキ－カラレ－セバナ間の改修及びアスファルト

舗装 （147.68 km） 
新規  

PP8.4 RNIE2 区間：ベルブエイ～カンディ～ マランヴィル

の道路改修及び強化（177.20 km） 
新規  

PP8.5 RNIE2 区間：ボヒコン～ダサ～パラクーの道路改修及

び強化（291.10km） 
新規  

PP 8.6 RNIE2 区間：バニコアラ～ケレムー～ブルキナファソ

の道路改修及び強化（53.60 km） 
新規  

PP8.7 道路建設：ケトゥ～イディニー～イグボジャ～サベー

間道路（83.02 km、オムー～イラジ～モッソカグベ～エイエ

コトニア間道路（27 km）、サベー～オケオウォ～ナイジェリ

ア間道路（27.50km） 

新規  

PP8.8 ポルトノボ－アプロ－ミセレテ間道路 2X2 車線の再

整備 （12 km）とポベ－アブジャウエレ間のアスファルト舗

装（8km） 

新規 事業実施中 

PP8.9 道路改修とアスファルト舗装：ザニャナド～バナメ～

パウイニャン間道路（53.00km）、コベ－バナベ間道路

（12.00km）、コゲデーザ－ワポタ間道路（5.20km） 

新規  

PP8.10 アバンニゾウン－アボメイ間の道路改修とアスファ

ルト舗装（12.39km） 
新規  

PP8.11 アボメイ－ジジャ間の道路改修とアスファルト舗装

（32km） 
新規  

PP8.12 トッフォ－ラロ間の道路改修とアスファルト舗装

（38.50km） 
新規  

PP8.13 RNIE1 の第 2 併設道路（コココジ）－エビエ－ウエ

ド－カラヴィ－クポタ間の道路改修とアスファルト舗装

（21.20km） 

新規 事業実施中 

PP8.14 南グエソ－シナンデ区間の道路改修とアスファルト

舗装（62km） 
新規  

出典：JICA 調査団 
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３－２－２ 関連プロジェクトの計画と実施状況 

インフラ・運輸省が進めている関連プロジェクト（優先案件）の計画と実施状況について、イン

フラ・運輸省にヒアリングを行い、表３－５、表３－６に整理した。 

 

表３－５ 5 カ年優先プロジェクトリスト 

No. プロジェクト名 状況 
PAG 2016-2021（百万 CFA） 

2017 2018 2019 2020 2021 総計 

1 
全国道路網の改修、近代

化、拡張 
新規 0 1,145 17,857.5 15,285 10,712.5 45,000

2 
河川・潟湖の交通インフラ整

備 
新規 5,000 0 26,400 20,000 0 51,400

3 港湾物流インフラ整備 新規 0 0 2,300 10,400 3,000 15,700

4 
全国道路網の改修、近代

化、拡張（調査資金） 
新規 4,430 931 2,430 5,000 1,500 14,291

5 
農村部交通インフラ（ITR）

及び交通手段（MIT）整備 
新規 1,200 870 2,875 6,000 6,875 17,820

6 
道路網の維持改修及び道

路資産の保全 
進行中 17,130 1,076 8,873 16,914 13,111 57,104

7 
全国道路網の改修、近代

化、拡張 
進行中 54,939 5,000 21,565 35,500 20,000 137,004

8 
全国道路網の改修、近代

化、拡張 
進行中 2,510 1,500 3,000 4,000 0 11,010

9 

並列管制ポイント及びその

他の具体的建設物による交

通促進 

進行中 14,481 0 3,675 10,500 3,000 31,656

10 

公的開発支援基金 

（FADEC：Fonds d'Appui au 

Développement des 

Communes）による農村道路 

進行中 2,131 0 0 0 0 2,131 

11 
竣工プロジェクトの監査及び

業務完了のための支援 
進行中 33,811 0 0 0 0 33,811

12 
農村部の輸送サブセクター

支援プログラム（PASTR） 
進行中 7,305 0 0 0 0 7,305 

13 制度支援プロジェクト 進行中 500 0 0 0 0 500 

総計 143,437 10,522 88,976 123,599 58,199 424,732

出典：JICA 調査団 
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表３－６ インフラ・運輸省 2016～2021 年 PAG 採択済みプロジェクト（PAG に記載の路線詳細）優先プロジェクト 1 

参照 プロジェクト名 状況 
PAG 2016-2021

（百万 CFA） 

優先プ

ロジェ

クト 1 

全国道路網の改修、近代化、拡張（新規優先プロジェクト） 新規 40,000 

PP1.1 ゴトメイ－パウー－ヴィダー区間の道路改修と路地

アスファルト舗装（35.25km） 
新規 調査実施中 

PP1.2 RNIE2：パラク－ベルブエイ区間の道路改修及び強化

（142 km） 
新規  

PP1.3 ブワンブ－ナティティング間の道路改修とアスファ

ルト舗装（40km） 
新規  

PP1.4 RNIE2 のアカサト－アラダ－ボイコン PK14+200 au 

PK39+600 区間における 2 車線化（25.40 km） 
新規 調査実施中 

PP1.5 コタ－クランデ－ペウンコ間の道路改修とアスファ

ルト舗装（81.08km） 
新規  

PP1.6 ロコサ－デベ－アプラウエ間の道路改修とアスファ

ルト舗装（36.11km） 
新規  

PP1.7 ラロ－アバンニゾウン間の道路改修とアスファルト

舗装（20.12km） 
新規  

出典：JICA 調査団 

 

表３－７ インフラ・運輸省 2016～2021 年 PAG 採択済みプロジェクト（PAG に記載の路線詳細）優先プロジェクト 7  

参照 プロジェクト名 状況 
PAG 2016-2021

（百万 CFA） 

優先プ

ロジェ

クト 7 

全国道路網の改修、近代化、拡張（進行中プロジェクト） 進行中 126,504 

PP 7.1 ンダリチカンドウの道路改修とアスファルト舗装：ビ

ロ－ペレレ区間のランプ（13.8km）、ソダリのランプ （1.2km）

とさまざまな工事 

進行中  

PP7.2 ジェベ－ジャ－オウォデ間の道路改修とアスファル

ト舗装（10km） 
進行中  

PP7.3 漁業通りの道路改修とアスファルト舗装（フェーズ

１）：コトヌ－アドゥンコ区間（12.547km） 
進行中  

PP7.4 パラクの都市横断道路とバイパスの道路改修とアス

ファルト舗装（16.8km） 
進行中  

PP7.5 トーゴ国境－チェティ－サバル間（42km）及びロゴソ

－グラズ（17.54km）間の道路改修とアスファルト舗装 
進行中  

PP7.7 RNIE2 の改修 :アカサト－アラダ－ボイコン区間

（103km） 
進行中  

PP7.8 コメ－ロコサ－ドボ（63.40km）の改修及びズンウ－

アティエメ－トーゴ国境（7km）のランプ設置 
進行中  

PP7.9 ナティティングのバイパス設置：図面と土地整備の開

始（11.4km） 
進行中  

PP7.10 パラク－ウィダー－イラコンジの道路改修（77.5km） 進行中  

PP7.11 パラク－ジョゴー間の再建設（136.6km） 進行中  
出典：JICA 調査団 
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表３－８ インフラ・運輸省 2016～2021 年 PAG 採択済みプロジェクト（PAG に記載の路線詳細）優先プロジェクト 8  

参照 プロジェクト名 状況 
PAG 2016-2021

（百万 CFA） 

優先プ

ロ ジ ェ

クト 8 

全国道路網の改修、近代化、拡張 

（その他の進行中プロジェクト） 
進行中 11,010 

PP8.1 ベテル－チャウル－ナイジェリア国境（76km）間の道路改

修とアスファルト舗装及びオクパラ川橋梁の建設 
進行中  

PP8.2 ドボ－トビクラン－クルーカン （22km）間及びドボ－ラゴ

－クルーカン （29km）間 、クルーカン－アジャオン （8.8km）間

の道路改修及びアスファルト舗装 

進行中  

PP8.3 ミセサント－ザンビ－セジェデヌ－ゼ（32km）間及び RNIE 

1 の（コココジ）－エビエ－ウエド－カラビクポタ（21.2km）区間に

おける 道路改修及びアスファルト舗装 

進行中  

PP8.4 タンボ－ゼ （17km）間及び ウエボ－トッフォ（12.25km）

間の道路改修及びアスファルト舗装 
進行中  

出典：JICA 調査団 

 

３－３ 運輸交通インフラに係る課題の抽出 

（1）市街地の道路網形態 

  コトヌ市は、南をギニア湾、北をコトヌ湖に囲まれた東西に細長い形状の市街地（東西15km 強

×南北約5 km）であり、中央をラグ－ン（コトヌ湖とギニア湾をつなぐ）が流れ、東西に分断さ

れた市街地は 3 本の橋梁により結ばれている（南側の も古い橋梁は鉄道道路併用橋）。また、ギ

ニア湾に面した市街地南側に、コトヌ自治港、空港、官庁街が立地している。 

   橋梁につながる 2 本の東西回廊は、都市の幹線道路と国土を東西に横断する都市間幹線道路（国

際国道 1 号）を兼ね、都市の軸を形成し、これに交差する道路と相まって市街地の骨格を形成し

ている。図３－２のような、いわゆるラダー型（梯子型）の道路網が形成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JICA 調査団 

図３－２ コトヌ市街地の道路網 
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（2）主要交差点部での交通混雑緩和 

  市街地を通過する広域交通とコトヌ港を起終点とする貨物交通は、いずれもこれらの東西回廊

を通過することから、国際国道 1 号を中心に断続的に渋滞が発生している。なかでも、国際国道

1 号が、東西方向の交通とコトヌ港方面との交通が分岐するトヨタ前交差点は交通の集中が著し

く、市内で も渋滞が激しい箇所といわれている。一方、コトヌ港の貿易は GDP の 60％以上を

占めており、ブルキナファソ、ニジェ－ルなど内陸国の貿易にとっても重要な役割を果たしてい

る。コトヌ市内の主要交差点での渋滞解消は、これらの国にとっても重要な役割を果たしている。 

 

（3）道路整備計画上の問題点 

  ベナン政府は、コトヌ都市圏におけるこうした市街地に流入する通過交通を分離するため、ノ

クエ湖の南岸の市街地の北縁部に北部バイパスの整備を計画している。 

  しかしながら、EU が実施した将来交通量の推計では、北部バイパスが整備されたのちも、な

おも多くの交通が現道を利用することから、北部バイパス整備に留まらず市内のボトルネック交

差点対策等を進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：Etudes spécifiques dans le secteur des transports au Bénin 

図３－３ 将来交通量推計結果（2026 年） 

 

（4）交通処理面での課題 

  市内の主要交差点はロータリー形式となっているものが多い。 

  交通信号は、交通量の多いロータリー形式交差点、一般十字交差点に導入されているが、交通

量感応型ではない模様であり、渋滞時には警察官が手信号による交通規制を行っている。なお、

信号は一般に遵守されているが、バイクは信号を無視する傾向がある。 

  コトヌ市内の交通については、バス、乗合タクシー、パラトランジットの類が発達していない

ため、バイクの利用が非常に多く交通の混雑の一因となっている。信号無視、歩道の通行等、交



 

－31－ 

通管理上の問題は多い。また、バイクは 2 サイクルのエンジンの特性として炭化水素分の漏出に

よる大気汚染などの問題を引き起こしている。 

  バスなどの公共交通機関はほとんどみられず、バイクタクシーが市民の足として利用されてい

る。政府は、バイクの交通安全対策として、番号付きの黄色い T シャツを認可バイクタクシーの

運転手に着用させている。 

  また、バイクタクシー運転手は概してヘルメットを着用しているが、利用者はヘルメットがな

いため交通安全上の問題は大きい。 

 

（5）道路維持管理面での課題 

  コトヌ市街地部においては、道路交通インフラの整備の遅れに加え、メンテナンス等も十分な

されていないことから、それらが原因となって、しばしば交通に悪影響をきたしている。 

  雨期における道路の冠水については、標高の比較的低いダントッパ市場周辺などが著しい。 

  現在、各国ドナーの支援によって排水路の整備等が進められているが、トヨタ前交差点などの

交通が集中する交差点などでも、依然として道路の冠水が問題となっている。 

  道路の維持管理が適切に行われていないことが、道路排水機能を低下させ、被害を拡大させる

要因ともなっている。 

  橋梁手前のアプロ－チ道路部においては、沈下による段差のため、交通安全上の障害が生じて

おり、直ちに補修が必要と思われる箇所も見受けられる。 

 

道路排水流末の未整備による水たまり アプロ－チ道路区間の沈下による橋梁部と道路区間

との段差 
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３－４ 将来必要となる運輸交通インフラ整備の方針 

運輸交通インフラの課題を受けて、将来必要となる運輸交通インフラ整備の方針を整理した。 

 

（1）広域道路ネットワ－クの整備 

  コトヌ都市圏と他の都市との連絡強化のため、広域道路ネットワ－クの充実をはかる。特に周

辺内陸国や首都ポルトノボとの連絡強化のためには、コトヌニアメ回廊の機能強化が必要である。

また、コトヌ都市圏はアビジャン・ラゴス回廊の中間に位置することから、こうした通過交通も

渋滞の激しい市街地中心部を通過する。バイパス整備によって、これらの交通を市街地中心部に

流入させない施策が重要である。 

 

（2）都市内渋滞対策 

  コトヌ都市圏においては、市街地北西部に新たな空港建設が予定されており、今後市街地中心

部から新空港へ向かう交通なども増加することが予想される。そのため、こうした域内交通ある

いは内外交通の増加による交差点の交通渋滞は、いっそう深刻となることが予想される。交差点

立体化などによる渋滞対策は、今後も重要な施策である。また、こうした交差点の整備に加え、

高度な信号システムの導入をはかるため、ソフト面での技術協力が必要であると考えられる。 

 

（3）道路防災機能の強化 

  コトヌ市街地は、ギニア湾とノクエ湖に挟まれた河岸段丘に位置しており、ノクエ湖沿岸にお

いては標高が低いことから、しばしば洪水被害にみまわれている。加えて市街地内の街路におい

ても道路排水施設の維持管理が十分でないことから、道路の冠水などが原因となってしばしば交

通に支障をきたしている。また、市街地部の橋梁においては損傷が激しいものもみられる。今後

は、橋梁などの維持管理、道路排水施設などの適正な維持管理が必要であると考えられる。 

 

３－５ 運輸交通インフラ整備に係る実施体制 

ベナンにおける第 1 次パトリス・タロン内閣（2016 年 4 月 6 日組閣）の組織を図３－４に示す。 

運輸交通インフラ整備に関連する省庁はインフラ・運輸省と生活条件・持続的発展省である。 
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出典：JICA 調査団 

図３－４ 第 1次パトリス・タロン内閣の組織図 

 

共和国大統領、国家元首、

政府首班

計画及び開発担当国務大臣

外務・協力大臣

保健大臣

高等教育・科学研究大臣

幼少・初等教育大臣

デジタル経済・通信大臣

エネルギー・水利・鉱山大臣

中等教育・技術職業訓練大臣

インフラ・運輸大臣

観光・文化大臣

生活環境・持続的開発大臣

スポーツ大臣

産業・商業・手工芸大臣

労働・公職・社会問題大臣

地方分権・地方行政大臣

農業・畜産・漁業大臣

内務・治安大臣

経済・財務大臣

国璽尚書・法務大臣

国務大臣、大統領府官房長

大統領付国防担当副大臣

生活条件・持続的発展大臣 
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３－５－１ インフラ・運輸省（MIT） 

図３－５にインフラ・運輸省の組織図を示す。 

PAG で表明されているインフラ・運輸省案件を担当する部局は、技術局（Directions techniques）

のインフラ総合局（Directions générale des infrastructures）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JICA 調査団 

図３－５ インフラ・運輸省の組織図 

 

インフラ・運輸省大臣

大臣官房

陸上交通局

調査・品質局

港湾局

河川・ラグーン交通局

国立航空機構

アフリカおよびマダガスカルにおける航

空路安全機構

大臣直属のスタッフ

総務・財務局

情報・文書管理局

技術局

国立公共事業試験研究センター

国立陸上交通機構

事故調査事務所

コトヌ自治港

国立道路安全センター

公共事業資材会社

ベナン貨物国家委員会

交通・公共事業研修センター

‐ 幹事長

‐ 河川ラグーンインフラ開発局

‐ 航行モニタリング局

‐幹事長

‐港湾インフラ開発局
‐港湾運営モニタリング局

インフラ・運輸省大臣

大臣官房

インフラ総合局

（前 公共事業総合局）

インフラ地方交通局

‐幹事長

‐予測・調査局
‐道路・鉄道規定局

大臣直属のスタッフ

総務・財務局

中央局

関係機関

コトヌ自治港

ベナン海運会社

事務局

監督庁

‐ 幹事長

‐ 総務・財務局

‐ 規定・記録局

‐ 船舶・貨物安全局

‐ 海上輸送・船員局

‐ 海上環境保護局

‐ 幹事長

‐ 調査局

‐ 品質管理局

インフラ・運輸省大臣

大臣官房

海運局

‐幹事長

‐インフラ管理モニタリング局

‐新事業局

‐道路および地方道維持管理局

大臣直属のスタッフ

総務・財務局

計画・予測局

中央局 国立気象庁

道路基金

コトヌ自治港

ベナン港湾管理会社

インフラ・運輸省大臣

大臣官房

大臣直属のスタッフ

総務・財務局

中央局

コトヌ自治港
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インフラ総合局の主な管轄業務は以下のとおりである。 

・ インフラ・運輸省の管轄下にあるすべての公共事業の工事、整備、メンテナンス 

・ 政府の政治・経済方針に従い、関係機関との協力において道路網に関する長期的な維持管理・

開発戦略の実施 

・ すべての道路建設事業、排水網、ダム、特殊構造、貯水池及び特定の他組織から委託されて

いない土木工事の実施を担う。 

・ 国家の任務である公共事業インフラの実現、及びその責任によって行われる公益目的事業の

実現 

・ 公共事業と道路交通に関する標準及び規格を準備、適用、実施すること。 

・ 料金所や検量所の設置における技術的点検 

・ 公共事業サービスの領地の保護及び省の管轄下である道路の収用 

また、インフラ・運輸省が所管する関係機関のうち、以下の機関が道路整備事業に関連している。 

なお、これらの関係機関は公共企業、半公共企業及び事務所、機構や他の事業体として、それぞ

れ独立して運営を行っている。 

・ 国立陸上交通機構（運転免許試験の実施及び免許証発行、交通量モニタリング及び整備） 

・ コトヌ自治港（コトヌ港の運営、港内外のインフラ整備） 

 

３－５－２ その他関連省庁 

インフラ・運輸省のほか、道路建設・整備事業に関連して、以下に示すとおり各関係省庁にて管

轄している。 

・ 大統領府：ベナンにおける道路分類を制定する大統領令を発布。また、環境アセスメントに

おける手続きに関する大統領令（2015 年 7 月） 

・ 生活条件・持続的発展省：当省管轄の PAG 案件は地域開発等を目的とするものであるが、プ

ロジェクトにおけるインフラ建設等に関わる部分についてはインフラ・運輸省の管轄となる

場合がある。（例：アへメ湖周辺地域開発プロジェクトにおけるアへメ湖橋梁改修） 

-  ベナン環境機構（Agence Béninoise pour l’Environnement：ABE）：環境保護に関する政府事業

の実施団体。環境アセスメント調査報告書の照査及び技術的指摘など。 

- 国土地理院（IGN） 

 

３－６ 他ドナーによる関連分野での支援動向 

３－６－１ 欧州連合（EU）  

主な事業については以下のとおりである。 

・ 現在の主な事業方針は、農業とエネルギー分野に転換している。 

・ 前政府のときは、インフラ整備・道路改修があり、現在も続いている事業がある。 

・ 農村道路レベルでの現在の事業は、ニジェールに続く回廊道路がある（AfDB と協力）。 

・ コトヌにおける事業としては、政治的な意味をもつ橋（前政府が進めていた事業）→ジョノ

ー橋より内陸の橋梁（ウォメ地域）。カラヴィとウィダーの主道路につながる。2017 年 2 月

に決定したため、現在投資者を選定中である。 

・ 上記の橋梁における追加の調査としてグロジグベ新空港建設予定地に関連する交通調査レポ

ートを 9 月に 終化予定である。 
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・ 政府は農村道路を強化する方針である。 

・ 現政府は主に投資に力を入れている。改修等は、前政府から継続している案件のみである。 

・ 地方分権化に重点を置いている。 

 

３－６－２ フランス開発庁（AFD） 

フランス開発庁（Agence Française de Développement：AFD）は、ベナンでの活動を始めて 15 年が

経過しており、ベナン政府の開発計画の決定を待って事業を行うのではなく、独自で事業を進めて

いる。 

現在、交通インフラに関するプロジェクトは、インフラ事業は社会環境への問題が起こる可能性

があることから実施はしていない。都市及び農村での包括的なプロジェクトを行っている。 

また、PAG に関わる事業ではなく、独自のプロジェクト形成を行っており、 都市開発に関わる

分野としては、気候変動、都市計画、雨水管理、キャパシティー・ビルディング等で、気候変動へ

の適応に関するプログラムは、フランス大統領より承認を得ているものである。 

これらは、4 つの都市（コトヌ、セメポジ、ボイコン、コメ）で実施される予定である。都市に

関わる調査（人口統計等）も独自で行っている。特に、政府と協力して行っている事業等はなく、

ローカルに自ら足を運んで、状況を調査している。 

 

３－６－３ アフリカ開発銀行（AfDB） 

全体事業予算の 50％（$200million）が道路であり、現在以下の 3 件の道路プロジェクトを実施

中である。 

① 北部の道路：2017 年中に終了 

② ロメ～コトヌ道路：2018年に終了予定。高速道路ではない。パウー～ウィダー2×2車線（18km）、

ウィダー～トーゴ国境 1×1 車線。ECOWAS と調査中（アビジャン～ラゴスハイウェイに関連）

調査後、公・民間のドナーを募集予定。調査が終わったあと、アビジャン～ラゴスの上位評議

会の承認を得る必要があり、加盟国 5 カ国の協調を要するため時間がかかる。（アスファルト

舗装） 

③ パラク道路：2020 年に終了予定。現在の道路を改修・セキュリティ強化を実施中 

・ 入札プロセスに時間がかかっており、インフラ・運輸省の能力に問題を感じている（多くの

プロジェクトに対応できるスタッフの能力が足りていないため遅れが生じている）。調査が

十分でない場合に対しては要求を重ねている状況である。 

・ アビジャン～ラゴス回廊高速道路：調査に承認が降りており、ECOWAS との協調にてプロ

ジェクトを行う。 

2017～2021 年の方針の柱は、農業とインフラ（道路・エネルギー）である。具体的なプロジェ

クトは以下のとおりである。 

① ジョグー－バニコアラ（北部、綿花栽培地域）の農村道路整備。協調融資相手を探している。 

② コトヌの道路改修。商業エリアも含める。 

③ ナイジェリア国境付近：コトヌ港からナイジェリアに向かう道路。EU が協調融資 

AfDB の主な目的は住民の住環境及び社会・経済環境を改善することである。インフラのプロジ

ェクトに伴う住民移転については政府より補償が行われる。 
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３－６－４ ドイツ復興金融公庫（KfW） 

現在、ドイツ復興金融公庫〔KfW Bankengruppe（Kreditanstalt für Wiederaufbau）：KfW〕では、以下

の 3 分野で事業を行っている。 

① 地方分権化 decentralization：農村道路整備（北部アラコラ－ドンガなど）、エネルギー供給、

マイクロエコノミー 

② 水/衛生分野 

③ 自然資源/農業 

・ Millennium Challenge Account、世界銀行（World Bank：WB）、AfDB、西アフリカ開発銀行

（Banque Ouest Africaine de Développement：BOAD）、European Investment Bank などと協同し

てプロジェクトを行っている。 

・ ダントッパに架かる 3 橋のうち、一番新しい橋が KFW の事業である。 

・ FADeC（地域開発資金）：農村地域開発のために政府より拠出される資金。コミュニティ単

位で運用できるものと、政府より指定されているものがある（KFW の協調融資）。 

・ 地方農村貧困対策：インフラ・運輸省 

・ エネルギー分野では、エネルギー供給プロジェクトをナティティングとポルトノボ間で実施 

・ 鋼橋のプロジェクトが進行中である。建設業者を選定中（公開されていないが、フランス・

アフリカ・ドイツの企業） 

 

３－６－５ アビジャン・ラゴス回廊事務局（ALCO） 

・ ALCO は 2002 年より現在の 5 カ国（コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ベナン、ナイジ

ェリア）で開始 

・ 主な目的は圏内における人々の移動及び物流の円滑化及び情報収集である。また、関連して

圏内の HIV/AIDS 対策にも力を入れている。 

・ パートナー団体は、現在 WB、AfDB、Global Fund（マラリア対策）、米国国際開発庁（UNAID）、

EU 等である。 

・ 国境通過のためのガイドライン作成（JICA が支援）。one-post boarder を採用し、従来出入

国 2 カ所の税関を通らなければならなかった手続きをスムーズに行うようにした結果、通過

時間が大幅に削減された。 

・ 4 年前に新しい高速道路の調査が ECOWAS によって開始された。この設計は、2×3 車線と

なっている。従来の設計プランでは住民移転が発生するため、あらたな設計を実施している。

また、 近は GIZ の調査も入っている。 

 

３－６－６ 他ドナーが実施したプロジェクト位置 

コトヌ都市圏で他ドナーが実施したプロジェクト名称と位置を図３－６に示す。 
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①コトヌにおけるアクセスと交差道路プロジェクト（AfDB） 

②ヨーロッパ通りの整備（EU） 

③ノクエ橋とスタインメッツ高架橋（KfW） 

 
出典：JICA 調査団 

図３－６ 他ドナーが実施したプロジェクトの位置 

 

３－７ 民間セクターによる運輸交通インフラ整備への参入動向、投資動向、資金調達メカニズム 

３－７－１ ベナンにおける官民連携（PPP）の法令・組織等の枠組み 

近年、ベナン政府は、ビジネス環境の改善と官民連携（Public-Private Partnership/Partenariat 

Public-Privé：PPP）の育成へのコミットメントを示している。政府はビジネス環境改善のため、2015

年にワンストップビジネススタートアップセンター、投資促進センター、外国貿易促進センターを

含む投資・輸出促進機関（Agence de Promotion des Investissements et des Exportations：APIEX）を設

立し、投資家との対話を進めている。 

その他、PPP の実施と監督を支援するために 近設立された他の政府機関は、ベナンの大規模プ

ロジェクト機関（Agence béninoise des grands travaux）と大統領投資委員会（Conseil présidentiel de 

l’investissement）である。 

また、ベナン政府は、PPP に関する投資立法の枠組みを改善するため、2016 年 10 月に PPP 法を

承認した。インフラ投資における PPP を所管するのは経済・財務省（Ministère de l'Economie et des 

Finances：MEF）である。 

 

３－７－２ 民間セクターによる運輸交通インフラ整備への参入動向と投資動向 

ベナン政府はこれまでほとんどのインフラ投資は公的機関によって実施されてきた。しかし、

2005 年頃からエネルギーセクターを中心に PPP を推進する動きがみられてきた。WB のデータベ

ース（1990～2014）によると、ベナンにおいてこれまで実施されてきた PPP は、2 件（港湾セクタ
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ー 1 件、エネルギーセクター 1 件）であり、運輸交通インフラ整備への参入はない。（具体内容は、

表３－９を参照） 

 

表３－９ 各セクターにおける民間セクターの参入動向 

セクター プロジェクト名 開始年 投資者 投資額 

エネルギー West African Gas Pipeline Company Ltd 2005 N/A USD590million

港湾 Container Terminal Cotonou Port 2009 Bolloré Group USD489million

出典：JICA 調査団 

 

近年における動きとしては、地方自治体を主体として農村部や小都市の配水給水システムの PPP

が開始されている。具体的には、ゴグヌー、サケテ、ゾボドメイの 3 県より 10 件の配水給水シス

テムがパイロット地域として選ばれ、配水設備の設計や改修、給水パイプの設備強化などの事業が

進行中である。 

ベナンにおける国家インフラ計画は、PPP を想定したものが多い。PPP 活用を前提としている計

画には国際空港の建設、新しい深海港、内陸港、鉄道網、主要な輸送ルートをサポートする道路な

どが含まれている。例えば、推定 20 億 USD のベナン－ニジェール鉄道は、コトヌからニアメーま

での鉄道インフラの 1,000km のリハビリと拡張プロジェクトがある。 

また、2017 年 3 月 29 日の閣議で、OFMAS インターナショナル（ベナン企業）が BOT（Build, 

Operate, and Transfer）形式で 1,640 億 FCFA を投じて 122.7km の道路建設・拡張をすることが決定

された。 

さらに、ベナン政府は、マリア・グレタ発電所の敷地内に 3 つの新しい火力発電所の整備を行う

計画があり、BOT 方針での公示を行っている。17 社の企業及び入札者のグループの中から 10 社に

絞り込み、 終的に 3 つの企業が 15 年の期間にわたってコンセッション契約を締結して運営を行

う。 
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第４章 運輸交通インフラ整備に係る優先課題の整理と協力の可能性 

４－１ 運輸交通インフラ整備に係る優先課題の整理 

優先プロジェクトの抽出に際して、PAG の中からはコトヌ都市圏に係るインフラ整備についての

優先度が高いものを優先プロジェクトとして抽出した。また、PAG に含まれない案件についても、

交通渋滞の緩和等によって経済活動への発展効果が高いものを抽出して、それらを含めロングリスト

として整理した（表４－１参照）。 

 

これらのプロジェクトのなかから、以下の視点での優先度を評価した。 

・ 実現性の高いプロジェクト 

→事業の進捗度等を勘案し、実現性の高いプロジェクトを評価する。 

・ PAG 案件等政府の開発計画に高優先として示されたプロジェクト 

・ コトヌ都市圏の機能強化、将来の成長に資する案件 

・ 西アフリカ成長リング回廊整備戦略的マスタ－プラン（アビジャン・ラゴスハイウェイ：ALH）

のシナリオを踏まえたプロジェクト 

・ ECOWAS/ UEMOA 優先案件に資するプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：JICA 調査団 

図４－１ コトヌ都市圏における道路整備プロジェクト 
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位置図②

位 置図 ④

位置図⑤

位置図⑥

位置図⑧

位置図⑦

位置図⑨

位置図⑩

位置図⑫

位置図⑬ 位置図⑭

位置図⑮ 位置図⑯

位置図⑰

L a c  A h e m e

位置図⑪

A e r o p o r t  C a n d i n  d e  C a d j e h o u n
港周辺の幹線道路の再開発

位置図③

漁業通りの整備

セメポジ・ポルトノボ間の高速道路建設

2× 2車線のポルトノボバイパス ( 1 0 k m )

ポルトノボ北部の幹線道路整備

国際国道 1号を補間する道路整備

国際国道 1号の機能強化

盛土 / 排 水路 の 整備

盛 土 / 排水 路 の整 備

D j o n o u 橋 の 架替 え

アヘメ湖橋梁の整備
ト ヨタ 前 交差 点の 整 備 主要都市における街路のｇ舗装整備

ベニ ノ ワ－ ズ 交差 点 の整 備

位置 図⑪

国際国道 2号の機能強化
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表４－１ 主要プロジェクト一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：JICA 調査団 

実現性の高い
プロジェクト

PAG案件等政
府の開発計画
に高優先とし
て示された案

件

コトヌ都市圏の
機能強化、将
来の成長に資

する案件

西アフリカ成長
リング戦略的

MP(特にALH)の
シナリオを踏ま

えた案件

総合評価

1 道路 長期 国際空港の新規建設
アボメイ・カラヴィ
位置図①区間

360,000 Millions CAF
（675億円）

高速道路によるコトヌの中心街との相互連絡が便利な国際基
準の空港をベナンに「設置すること。

漁業通りと空港とを結ぶ40kmの高速道路建設。 インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査: 2017
実施: 2018-2020

公的資金/ドナ－資金 A A A A B B

2 道路 長期 港周辺の幹線道路の再開発
コトヌ

位置図②区間
32,251 Millions CAF

（60.5億円）

港湾交通道路及び都市交通道路の整備により、港周辺の路
上交通の流れをスム－ズにすること。
・大型長距離トラックの要請、並びに満足のいく状況での移動
の要請にこたえる、区間の整備水準を上げること。

コトヌ古橋〜国営宝くじ協会〜港ホテル（Hôtel du Port）〜CEN-
SAD交差点（エルバン）の5.8 km区間の改修
多様な幅の歩道、左側の車道（海側）へのニュージャージー型分離
帯の設置。

インフラ・運輸省 コトヌ自治港
調査: 2017-2018
実施: 2018-2019

ドナ－資金 B A A B B B

3 道路 中期～長期 コトヌ北部のバイパス建設
コトヌ、アボメイ・カ

ラウ”イ
位置図③区間

345,000 Millions CAF
（647億円）

 北東バイパスを整備し、ノクエ湖に橋を新規建設することによ
り、コトヌ道路網を近代化すること。

コトヌ市北部の迂回用主要高速道路建設（約40 km）              ノク
エ湖橋梁(L=450m,W=30m)建設

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査: 2017-2018
実施: 2018-2020

ドナ－資金 A A A A A A

4 道路 中期～長期 漁業通りの整備
コトヌ

位置図④区間
115,000 Millions CAF

（216億円）
観光開発に有利な環境を作り、国家・地域経済を強化するこ
と。

2 × 2車線から成るアドゥンコ〜帰らざる門（Porte du non-retour）
間（22.3 km）の主要幹線道路の整備とアスファルト舗装
2 × 2車線から成るアドゥンコ〜コココジ間（5.2 km）の連絡道路の
整備とアスファルト舗装。RNIE 1とのコココジ交差点での交通量配分
ロータリーの整備を伴う。

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査: 2017-2018
実施: 2018-2020

公的資金/ドナ－資金 B C A A C B

5 道路 中期～長期 セメポジ・ポルトノボ間の高速道路建設
コトヌ

位置図⑤区間
61,200 Millions CAF

（114.8億円）

・コトヌ及びポルトノボの都市間交通をスム－ズにし、交通安
全を高めること。
・地域の商業を促進し、小さな町村の住民の生活環境を改善
すること。
• アビジャン・ラゴス回廊の機能を改善すること

→10 kmにわたるセメ交差点〜ポルトノボ間の高速道路の建設（30
mの工事用地、2 × 2車線道路）　　　　　　　　　　　→分離帯を備え
た2 × 2車線から成るポルトノボ潟湖に架かる橋の建設
→道路へのアクセス道路の整備、通行料金徴収所/検量所の建
設、道路沿いの社会経済的インフラの改修など

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査: 2017-2018
実施: 2018-2019

ドナ－資金 A A A B A A

6 1,362 km に及ぶ道路網の拡張
295,013 Millions CAF

（59億円）

7 道路 長期 2×2車線のポルトノボバイパス(10km)
ウェメ県

位置図⑥区間
－

PP 8.1Porto-Novo - section 1における環状道路改修とアス
ファルト舗装: Beaurivageホテルを始点とした50号線（2X2車
線）　（国会につながるマンゴー通りとZounvi架橋も検討）
(9.55km)

ポリトノボ市の外環状道路の整備
セメポジ・ポルトノボ間の高速道路と接続

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査、実施:
2017-2021

ドナ－資金 B C A A C B

8 道路 道路 ポルトノボ北部の幹線道路整備
ウェメ県

位置図⑦区間
－

PP 8.8 Porto Novo-Akpro-Missérété間道路の再整備 (12
km) と、 2X2車線とPobé-Abja Ouèrè間のアスファルト舗装
(8km)

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査、実施:
2017-2021

公的資金/ドナ－資金 B C A A C B

9 道路 道路 国際国道1号を補間する道路整備
ウェメ県

位置図⑧区間
－

PP 8.13 RNIE1の第2併設道路 (Cococodji)-Hèvié-Ouèdo-
Calavi Kpota間の道路改修とアスファルト舗装(21.20km)

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査、実施:
2017-2021

公的資金/ドナ－資金 B C A A C B

全国道路網の改修、近代化、拡張
（新規優先プロジェクト）

 295,013 Millions CAF
（59億円）

1 道路 道路 国際国道1号の機能強化
アトランテック県
位置図⑨区間

－
PP 1.1 Godomey-Pahou-Ouidah区間の道路改修と路地アス
ファルト舗装(35.25km)

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査、実施:
2017-2021

公的資金/ドナ－資金 B B A A C B

2 道路 道路 国際国道2号の機能強化
アトランテック県
位置図⑩区間

－
PP1.4 RNIE2のAkassato-Allada-Bohicon PK14+200 au
PK39+600 区間における2車線化(25.40 km)

インフラ・運輸省 インフラ・運輸省
調査、実施:
2017-2021

公的資金/ドナ－資金 B B A A C B

1 道路 道路 主要都市部における街路の舗装整備
コトヌ他

位置図⑪区間
 301,000 Millions CAF

（542億円）
市街地内の未舗装街路の整備

• 850 kmの都市間幹線道路、周辺道路、接続道路の整備および改
修：コトヌ（300 km）、ポルトノボ（150 km）、パラクー（100 km）、アボ
メイ・カラヴィ（100 km）、セメ＝クポジ（50 km）、アボメイ（50 km）、ボ
ヒコン（50 km）、ナティティングー（50 km）

インフラ・運輸省 活条件・持続的開発
調査、実施:
2017-2021

ドナ－資金 B A A C C B

地域開発プロジェクト(PIRA)
 165.000 Millions CAF

（309億円）

1 道路 道路
アヘメ湖沿岸とその経済開発地域における
改修プロジェクト

モノ県
位置図⑫区間

25～30億円 既設橋梁(2L=45m、L=51m)の架け替え
アヘメ湖での漁業再建をはかるため、既存橋梁を長スパンのものに
架け替えることによって、水の流れを良くし、土砂の堆積を防止す
る。

インフラ・運輸省 活条件・持続的開発 実施: 2014-2019 ドナ－資金 B B A A B B

都市内渋滞対策

1 道路 道路 トヨタ前交差点の立体交差
コトヌ

位置図⑬区間
20～30億円 交通渋滞をはかるため、交差点の立体交差化をはかる。 道路延長 L=540m(高架橋延長 L=225m) インフラ・運輸省

コトヌ市、電力公社
(SBEE)、水道公社
(SONEB)、ベナンテ
レコム

実施: 2017-2022 ドナ－資金 B A B A A A

2 道路 道路 ベニノワ－ズ交差点の立体交差
コトヌ

位置図⑭区間
15～25億円 交通渋滞をはかるため、交差点の立体交差化をはかる。 高架橋延長 L=180m インフラ・運輸省 コトヌ市 実施: 2017-2022 ドナ－資金 B B B A A A

技術協力(維持・補修等)

1 道路 道路 信号システム向上プロジェクト コトヌ都市圏 3～5億円 交差点において適切な信号制御方法の導入をはかる。 信号システムの導入及び交差点整備パイロットプロジェクト インフラ・運輸省 - - - - A C A B B

2 道路 道路 道路・橋梁維持管理能力向上プロジェクト
アボメイ・カラヴィ
位置図⑮区間

3～5億円 損傷・老朽化の進んだ道路・橋梁の維持管理の能力向上
道路維持管理、損傷・老朽化の進んだ橋梁の補修に関するパイロッ
トプロジェクト(Djonou橋)

インフラ・運輸省 - － ー - B C B A B

3 道路 道路 地理空間情報デ－タベ－ス 　コトヌ都市圏 2～5億円
災害軽減を目的とする情報整備に向けた能力強化ポロジェク
ト

カラ－デジタル交通写真／デジタルオルソフォト地図/デジタル地図
/GISデータベ－ス

国土地理院 インフラ交通省 － ー - B C B A B

　
コトヌ都市圏支援プログラム

1 道路 道路 盛土/排水路の整備
コトヌ

位置図⑯区間
 340 Millions CAF

（0.6億円）
洪水対策としての排水路整備 Vedoko, Sainte, Rita, Fifadji, Vossa地区、整備延長 L=1000m コトヌ市 フランス開発省 実施:2015～ ドナ－資金/公的資金 B B C C C B

2 道路 道路 盛土/排水路の整備
コトヌ

位置図まる 17 区
間

 680 Millions CAF
（1.2億円）

洪水対策としての排水路整備 Vodje-Vedoko間の整備延長 L=3400m コトヌ市 フランス開発省 実施:2015～ ドナ－資金/公的資金 B B C C C B

　

　

　

NO.
想定される社会環境配

慮
（カテゴリ分類）

事業実施
スケジュール

評価

施策分類 事業内容 事業実施機関
他機関との連携

役割分担
ファイナンス方式事業概要セクター名 案件名

プロジェクトサイト/
対象地域名

事業規模

総合評価

Ａ： 優先プロジェクト

Ｂ：優先プロジェクト（ショートリスト）

Ｃ：計画プロジェクト（ロングリスト）

生活条件・ 

持続的発展省 

生活条件・ 

持続的発展省 

位置図⑰区間 
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４－２ 協力の可能性 

４－２－１ 運輸交通インフラ整備におけるわが国の協力の方向性の検討 

（1）短期的支援（無償資金協力案件） 

  まずは、交通が飽和状態となっている東西回廊の運輸交通インフラの整備が 優先と考えられ

る。具体的支援策としては、特に渋滞の激しい国際国道 1 号の交差点の渋滞緩和があげられる。 

特に、通称トヨタ前交差点の渋滞解消策は多くのコトヌ市民も望んでおり、関係各機関からの

協力も得やすいと考えられる。また、交差点の整備と合わせ信号システムの機能向上に係るプ

ロジェクトを実施していくことが望ましい。 

  更には、コトヌ都市圏においては、道路インフラ整備や洪水対策に必要となる地形情報も不

足しており、今後こうした分野への技術協力についても検討していく必要がある。 

 

表４－２ 優先案件リスト（その１） 

No プロジェクト名 
実施

機関
事業費 プロジェクト概要 進捗状況 事業化による環境への影響

A 資金協力（無償） 

1 （通称）トヨタ前

交差点立体交差

建設・道路改良事

業 

MIT 20～30 
億円 

通称「トヨタ前交差点」に

おいて、立体交差建設、平

面交差点の改良を実施する

ことにコトヌ市の交通混雑

問題の改善をはかる。 

EIFFAGE（フランスのド

ナー）のファイナンスに

よる Setec（フランスコン

サルタント）の交通解

析・整備効果分析を実施。 
整備効果：4.5 億円/年 

・ 非自発的住民移転 
・ 既存の社会インフラ

や社会サービス 

2 ベニノワ－ズ

（Béninoise）交差

点立体交差建

設・道路改良事業 

MIT 15～25 
億円 

ベニノワ－ズ（Béninoise）
において、立体交差建設、

平面交差点の改良を実施す

ることにコトヌ市の交通混

雑問題の改善をはかる。 
 

EIFFAGE（フランスのド

ナー）のファイナンスに

よる Setec（フランスコン

サルタント）の交通解

析・整備効果分析を実施。 
整備効果：1.65 億円/年 

・ 非自発的住民移転 
・ 既存の社会インフラ

や社会サービス 

3 アヘメ湖橋梁整

備 
MCVDD 20～30 

億円 
（2 車線） 

アヘメ湖での漁業再建を図

るため、浚渫による水深の

確保に加え既設橋梁 2 橋

（L=45m, L=51m）をスパン

の長い橋梁に架け替える。

このことによって、河川干

潟の流れを良くし、土砂の

堆積を防ぎ、漁業資源を守

もれる。 

橋梁整備は、インフラ・

運輸省が担当する。 
・ 生物・生態系 

B 技術協力  

1 信号システム向

上プロジェクト 
MIT 3～5 億円 ・適切な信号制御方法の検

討および導入 
信号システムの導入及び

交差点整備パイロットプ

ロジェクト 

 

2 道路・橋梁維持管

理能力向上プロ

ジェクト 

MIT 3～5 億円 損傷・老朽化の進んだ道

路・橋梁の維持管理の能力

向上 

道路維持管理、損傷・老

朽化の進んだ橋梁の補修

に関するパイロットプロ

ジェクト（ジョノー橋） 

 

3 地理空間情報デ

ータベース 
IGN 2～5 億円 ・カラ－デジタル航空写真

・デジタル・オルソフォト

地図 
・デジタル地形図 
・GIS データベース 

EU の協力で地図作成（空

中撮影写真）のプロジェ

クトを予定している。 

 

※事業費については、ベナンにおける橋梁建設の実績値に及び他国における類似実績などをもとに算定 

出典：JICA 調査団 
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通称トヨタ前交差点立体交差建設・道路改良事業（1） 

通勤時の混雑状況 

通称トヨタ前交差点立体交差建設・道路改良事業（2）

ロータリー形式にも関わらず信号機が設置されている。

 

 

ベニノワーズ交差点立体交差建設・道路改良事業（1） 

ロータリー式平面交差点 

ベニノワーズ交差点立体交差建設・道路改良事業（2）

モニュメントが設置され鉄道が交差点を通過 

 

アヘメ港橋梁整備（1）現在の 2 車線橋梁 アヘメ港橋梁整備（2）橋長が短く流れを阻害し土砂堆

積の原因となっている。 
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（2）中・長期的支援（有償資金協力案件） 

  中長期的な支援を必要とするプロジェクトとしては、事業期間や事業規模を勘案するほか、

都市間の連携強化や都市内の渋滞緩和などの都市交通課題解決、物流円滑化のための隣国に向

けた物流網の整備をはかるため、アビジャン・ラゴス回廊（ALH）とのネットワ－ク化を見据

えた高速道路網の充実が重要である。これらのプロジェクトついては、すでにいくつかのドナ

ーが興味を示していることや、全体の事業の規模大きいことから、他ドナーとの連携について

も今後検討していく必要がある。 
 

表４－２ 優先案件リスト（その２） 

No プロジェクト名 
実施 
機関 

事業費 進捗状況 事業化による環境への影響 

C 資金協力（有償） 

1 

コトヌ北部バイ

パス建設計画 
MIT 総事業費 647 億円 

（5 年 2016-2012） 
ラグーン橋梁 
L=450m、事業費 
80～100 億円 
中小橋（20m×3 カ所）  

事業費 約 10～15 億円

現在プレ FS が完了。EGIS（フランス

コンサルタント）による本格調査が

2017 年 7 月にスタート。現在地形図

を作成中。 
SATOM（フランス建設会社）が興味

を示しているが、ドナーはまだ決まっ

ていない。 

地盤沈下 
非自発的住民移転 
生物生態系 
騒音・振動 

プロジェクト概要 

・全体道路延長 L=40km（ラグーン横断橋梁 L=450m W=33.0m、他中小橋 3 橋）のバイパス整備 
・アビジャン・ラゴスハイウェイ（ALH）とのネットワーク化も視野入れた計画である。 
・走行時間や走行距離の短縮をはかるとともに、農業や工業の振興に寄与できる。そのほか、道路利用者の安全性を高めることが

できる。 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 セメポジ・ポル

トノボ間高速道

路整備 

MIT 総事業費 114.8 億円 
（5 年間 2016-2012） 
ノクエ湖橋梁 L=260m 
（想定） 
事業費 35～45 億円 

BOADのファイナンスによって、Setec
（フランスコンサルタント）が調査を

実施中。経済分析トは完了。現在テク

ニカルレポートを作成中。現時点で

は、東側ルートが有力。EIFFAGE（フ

ランスのドナー）が興味を示してい

る。事業実施は、2018 年 9 月頃を想

定 

生物・生態系 
非自発的住民移転 
騒音・振動 

プロジェクト概要 

・コトヌ都市圏と首都ポルトノボの連絡強化をはかるため、全体道路延長 L=10km 
 〔2 車線 ノクエ湖横断橋梁：1 カ所（現道橋梁延長約 L=260m）〕の高速道路建設 
 
 
 
 
 
 
 

 

※橋梁単価については、ベナンにおける PC 橋梁の実績値をもとに設定 

出典：JICA 調査団 
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コトヌ北部バイパス建設計画 

ラグーン橋梁より北バイハス方向を望む。 

 

コトヌ北部バイパス建設計画 

ラグーン橋梁からダントッパ市場を望む。 

セメポジ・ポルトノボ高速道路整備 

ポルトノボ手前の橋梁 

セメポジ・ポルトノボ高速道路整備 

現橋梁から東側ルートを望む。 

 

セメポジ・ポルトノボ高速道路整備 

現橋梁から西側ルートを望む。 

セメポジ・ポルトノボ高速道路整備 

東側ルートが接続するポルトノボの外環状道路 
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１．ベナン側関係者リスト 

氏名 役職

HONVOH V. Victorin Directeur de Cabinet(官房長官)

ABDOULAYE Nabil DAC（官房長官補佐）

HOUNDJE C. Roch Secrétaire Général（事務局長）

TCHIAKPE Urbain SGAH（事務局長補佐）

HOUNKPE Hyppolite
Ingénieur des Travaux Publics/Chef de Projets DTN/DGTP
（公共事業エンジニア/新事業局・公共事業総合局プロジェクト室長）

TAMBAMOU Geranimo DDPP (Deputy Director of Planning and Programing)　（計画局長）

MEHOU Kudrat Ullah Mahoutché
Ingénieur des Arts st Manifactures
Chef Service des Etudes et Promotion des Moyens Intermediaires de Transports
（技術・デザインエンジニア,調査・交通整備促進局長）

AKOBI Jean Dominique PAC（コトヌ自治港）

GBADAMARI A. Ahmed
Collaborateur SPSE, DGSI/DGI
（調整役、インフラ管理モニタリング局/インフラ総合局）

SLDI Ahassesu PAC/DEIP（コトヌ自治港）

HOUMDE Gerard PAC/DEIP/SETCT（コトヌ自治港）

AMADOU Ismaël Gado
Ingénieur des Travaux Publics/Chef de Projets DTN/DGTP
（公共事業エンジニア/新事業局・公共事業総合局プロジェクト室長）

Sylvain AVOTRICAN Director de Direction de la gestion et du Suivi des Infrastructures(インフラ管理モニタリング局長)

AIDJI Delphin
Directeur de la Programmation et de la Prospective
（プログラム・予測局局長）

ACCROMBESSI Marcellin
Collaborateur de Programmation et de la Prospective
（プログラム・予測局調整担当）

Martin N. GBEDEY
Agence pour le Developpement integre de la Zone Economique du Lac Aheme et ses Chenaux, Directeur Général
（アヘメ湖沿岸とその河川周辺地域の総合開発機構、事務局長）

Nolwenn Bodo
Chargée de Mission Secteur Privé et
Développement Urbain (民間セクターおよび都市開発事業担当）)

Armal Didyme Vido
Coordonnateur Sectoriel Eau et Assainissement
（水・衛生分野担当）

Dr. Jean-Cocou Kpadé
Coordonnateur Sectorial Agriculture, Ressources Naturelles et Education
(農業、自然資源、教育分野担当)

Marcellin Kakpa
Coordonnateur Sectorial
Décentralisation, Finances Publiques et Macro
(地方分権化、公的資金、マイクロファイナンス担当)

Ministère du Cadre de vie et du Developpement Durable（生活条件・持続的発展省）

Agence Française de Developpemet(AFD)（フランス開発庁）

KFW Banque de Développement（ドイツ復興金融公庫）

Ministère des Infrastructures et des Transports（インフラ・運輸省）
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氏名 役職

M. Joël NEUBERT Team leader Coopération

NDOYE Daniel Resident Country Economist（経済専門家）

Roch Abdon BAH Director Général (代表)

M. Edy Kokouvi ANTHONYM Transport Specialist（交通専門家）

Augustin TONAN Secrétaire Général（事務局長）

Catherine FONTECLOUNON
Chef de service de la coopération internationale
（国際協力部部長）

Abassou SIDO
Directeur des Etudes et Infrastructures Portuaires
（調査・港湾インフラ局長）

Léon ADDA
Directeur de la Capitainerie, Commandant du Port
（港湾司令・管理局長）

Fredy GANDAHO
Directeur Commercial et du MarketingGANDAHO
（交易・マーケティング局長）

Joel E. CHADARE 

Ingénieur des TP et Transports
Ass/Directeur Technique
Chef Service Etudes Techniques et Contrôle
（公共事業および交通エンジニア、技術ディレクター、技術監理調査サービス）

Franck A.ACCROMBESSY
Directeur Général, Ingenieur polytechnicien
(代表、理工技術者)

Arouna OLOULADE
Ingénieur Génie Electrique / Directeur de la Distribution
(電力エンジニア / 供給部門ディレクター)

Bernard VIAUD
Chef de Mission（プロジェクトマネージャー）
Projet Asphaltage （アスファルト舗装プロジェクト）

Mesmer J-M YEOU
Ingénieur Principal des TP
Directeur Adjoint （公共事業主要エンジニア、担当ディレクター ）

Port Autonome de Cotonou （コトヌ自治港）

Louis Berger (米国　建設コンサルタント)

Mairie de Cotonou (コトヌ市役所)　Direction des Services Techniques(テクニカルサービス局)

Banka Engineering 　（ローカル　建設コンサルタント）

Societé Béninoise d'Energie Electrique(SBEE)　　ベナンエネルギー電気会社

EU　欧州連合ベナン事務所

AFRICAN DEVELOPMENT BANK GROUP　アフリカ開発銀行

INTTITUTE GEOGRAPHOQUE NATIONAL (IGN) 国土地理院

Abidjan-Lagos Corridor Organization（アビジャン・ラゴス回廊事務局）
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